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     ～令和 7年度全国労働衛生週間～ 

期   間   令和 7年１０月１日～１０月 ７日 

準備期間   令和 7年９月 １日～ ９月３０日     

   スローガン  

「ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて.  

ストレスチェックで健康職場」 
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一．公共事業費の確保と予算の執行について 

１. 全国各地にて台風や局地的な集中豪雨などの異常気

象による大規模災害が発生している。災害被害より都民

の生命財産を守るための対策としての河川整備事業(調節

池・護岸・堤防など)・橋梁整備事業(耐震補強など)・道

路災害防除事業(砂防など)・交通安全施設事業(都道の無

電柱化など)、また、首都直下型地震対策には引き続き事

業費の増額を要望します。   

     

２. 多摩地域住民の安全性・利便性向上、産業の活性化

を促進するための道路事業に対し、前年度を上回る事業

費の優先確保をお願いします。 

 

３. これらの公共事業費の確保に併せて、予算化された

公共事業費の確実な執行をお願いするとともに執行率を

上げて頂きたい。また、第３次担い手３法に合わせた予

算を確保して頂きたい。 

二. 地元中小建設業者の受注機会の確保について  

 １. 最近、東京都においては、土木・建築工事ともに

大型案件が多く発注されていますが、中小企業の受注機

会確保と工事実績の確保のため、地元中小業者が受注出

来る様なＪＶ案件として発注していただきたい。 

 なお、総合評価方式において、第２グループに地元中

小業者が参加した場合は、現行の加点評価よりさらなる

加点を増やして受注確保が出来る様にして下さい。 

 

２.  東京都においては、従前よりゼロ都債などの活用に

より、工事の発注・施工時期の平準化を図っていただい

ております。引き続き債務負担行為を活用するなど、な

お一層の発注・施工時期の平準化に向けた取り組みを要

望します。 

 

（２面つづく） 

「令和７年度 東京都予算等に対する要望書」提出 

令和７年８月２９日東京都庁にて、三多摩建設業連合

会を代表し役員８名が自由民主党、公明党の各都連およ

び財務局、建設局の幹部に面会し、「令和８年度東京都予

算等に対する要望書」を連合会長より手渡し、意見交換

を致しました。 

公共事業費の確保や地元中小建設業者の受注機会の確

保、週休２日制導入などの働き方改革、熱中症対策等の

要望事項を要望しました。 

HP アドレス 

都議会自民党への要望 
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  ９ 月 事 業 計 画  

１日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練 

５日 事業委員会 

５日 令和７年度 経営講習会 

１２日 広報委員会３７４号編集 

１２日 災害対策安全委員会 

１２日 総務委員会 

１６日 理事会 

２２日 建災防 西多摩分会 

全国労働衛生週間説明会 

◇ あ と が き ◇ 

朝晩の風に秋の気配を感じる季節となりました。 

現場では日中との寒暖差が大きくなり、体調管理の大切さ

を改めて感じる頃です。夏の猛暑を乗り越え、いよいよ年

末に向けて忙しさが増す時期。安全第一を胸に、ひとつひ

とつの現場を丁寧に仕上げていきたいものです。 

 

私自身も、様々な資格試験等に挑戦し、改めて「学び続

けることの大切さ」を実感しました。建設業は人の力で成

り立つ仕事。だからこそ、仲間と声を掛け合いながら健康

に、前向きに歩みを進めていきましょう。 

皆さま、どうぞご安全に。 

～広報委員会～ 

 

 

６． 今年４月の地方自治法施行令改正により、随意契約の限

度額が引き上げられました。現在、中小・零細企業は経営が立

ち行かない企業が急速に増加しているとともに、公共工事離れ

の企業も多数見受けられます。今回の随意契約改正を積極的に

活用して、地元中小・零細企業の育成に協力をお願いいたしま

す。いつ起こるか分からない首都直下型地震などの災害時に応

急措置を踏まえ活動するのは地元中小建設企業だと考えてい

ます。 

四. 働き方改革の推進について 

１. 働き方改革達成に向けて、工事発注に当たっては時間外労

働・週休二日制を考慮した余裕を持った適切な工期設定がされ

ておりますが、必要な労務費や経費の補正などの更なる予算措

置(積算)をお願いします。 

   とりわけ、週休２日工事における設計労務単価の補正係

数は、 

 1.05 となっていますが、建設現場の技能労働者の給与体系は 

依然として日給月給制がほとんどであり、これまでの週６日間 

労働と同様の賃金を支払うためには、労務費の補正係数が 1.2 

以上必要であることから、更なる労務費引き上げを要望しま

す。 

 

２. 東京都では工事・検査関係書類の削減・簡素化について「削

減・簡素化が可能な工事・検査関係書類」を策定し、受注者等

提出書類の処理基準が改正され、運用が開始されております。

引き続き、より一層の「書類の削減・簡素化」を進めて頂きた

い。 

 

３．近年の気候変動により、熱中症から労働者の安全を守るた

め、定期的かつ複数回の休憩時間の確保や工事休止などの対策

が必要となっています。令和７年 6 月から企業における熱中症

対策が義務化されたことから、工事現場においても工期の見直

しと熱中症対策費の対象工種を拡大していただきたい。特に屋

上防水や舗装工事等、高温環境下での作業が避けられない工種

においては、熱中症リスクが著しく高いため、作業時間の制限

を含めた工種ごとの対策について検討をお願いします。 

また、気温の上昇が予め予想される工事においては、熱中症対

策に要する費用が適切に反映されますよう、補正係数を予め発

注時の設計価格に組み込んでいただきたい。 

さらに「熱中症警戒アラート」発令時には、発注者側からの工

事中止指示の発出や工事中止に伴う費用の実費精算等お願い

したく、これらの施策に対する予算確保を要望します。 

 

（１面より） 

３. 事務所発注の土木工事については、特別な場合を除き大企業

及び他県本店業者を除いた指名制度にしていただき、災害時におけ

る地元中小企業の育成につながる案件にしていただきたい。 

     

三．入札・契約制度について 

 １. 入札・契約制度が本格導入され、東京都の基本的考え方と

して、多数の企業に広く受注機会を確保し、競争性を確保すること

とされています。しかしながら、災害時の緊急工事に対する B 等級

以下の地元中小建設企業の受注実績が減少しております。また、過

去の実績が少なく今後企業努力し、格付けを上げようとする中小建

設企業の育成につながるＪＶ制度の義務化を含め、新たな制度構築

をお願いいたします。 

  

２. 予定価格の事前公表について、積算の負担軽減の観点から、

建築 4.4 億円未満、土木 3.3 億円未満の価格帯の案件では見直しが

行われましたが、多くの中小企業が入札に参加している、A 等級の

価格帯(予定価格 9 億円未満)の工事案件まで事前公表を拡大して頂

きたい。 

 

３. 東京都では入札・契約制度改正として、契約前の「入札段階」

での制度改正が中心となって行われておりますが、設計変更など契

約後の「施工・精算段階」の制度改正が少ないように思われます。

昨今の都発注工事において設計変更に絡む問題が非常に増えてお

り、「施工・精算段階」の制度について改めて見直しを図って頂き

たい。ても、施工品質を上げようとする意欲は維持されます。現状

の制度のままでは、長期的にみて、災害時等に対応できる各地域、

地元の業者数が減少します。 

 

４. 東京都における総合評価方式は、品質確保を図るという制度

に一定の理解をしております。しかし事務所発注の土木工事につい

ては、新規参入や工事実績のない地元中小企業、また実績はあるが、

一度でも点数（評価）を落とした企業は、例え技術力があっても、

現状ごく一部の高い評価点を維持する業者が受注を独占し続けて、

ほぼ落札に至りません。そこで求めたい対応として、価格競争によ

る入札の発注比率を上げ、総合評価の割合を３割程度まで下げて頂

きたい。ある程度割合が下がっても、施工品質を上げようとする意

欲は維持されます。現状の制度のままでは、長期的にみて、災害時

等に対応できる各地域、地元の業者数が減少します。 

 

５． スライド条項運用実績が建築工事に比べ土木工事の件数が少

ないように思っています。工期・契約金額・工種・材料の違いがあ

ると思いますが、担当部署に周知徹底し、受注者と調整していただ

きたい。 


